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苦悩への畏敬
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あとがき（初出し一覧）

シュナイダーが生きているかぎり、
ドイツは良心をもっている。

ナチス政権下にあってドイツの良心そのものを生きた詩人であり、思想家であったシュナイダー。深い敬慕を込
めて辿る。著者のキリスト教理解を根底から一変させたその生き様に倣い、キリストを仰ぎ、この時代と闘う。


